
 

 

 

 

 

Ⅰ 学校の基本情報 

Ⅱ 取組の概要 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１） 防災教育に関する指導計画 

期日 具体的な内容 

4/18 ○熊本地震による学校臨時休業 

5/ 9 ○学校再開日 避難経路の確認 

30 ○大雨による保護者への引き渡し訓練 

7/27 ○防災リーダー任命式 

6～7 月 ○４年「地震からくらしを守る」 

7～9月 ○６年「復興リーフレットを作ろう」 

8/ 9 ○炊き出し訓練、救急処置講習会 

17～19 ○防災リーダー先進地視察研修 

 (宮城県) 

9/16 ○放送を聞く練習 

29 ○地震避難訓練１ 

10/11 ○噴煙・噴石発生時の避難経路確認 

12 ○地震避難訓練２、防災に関する講演 

22 ○６年「復興リーフレット」配布 

11/27 ○先進地視察研修報告 

29 ○５年「防災頭巾」作成 

12/ 1 ○火災避難訓練 

 6 ○防災・防犯家族会議 

11・17 ○モデル地区防災訓練 

9～12月 ○防災・防犯通信発行 
○安全パトロールステッカー配布 
○子ども１１０番の家の設置 
○防災・防犯に関する標語の作成 
○一の宮小防災・防犯カードの配布 

1～3月 ○防災・防犯通信発行 
○噴石・噴煙避難訓練 
○地震避難訓練３ 

 

 

 

 

 

（２） 緊急地震速報受信システム等を利用し

た避難訓練の実施 

本校は一の宮中学校と隣接しており、小

中合同の避難訓練を実施した。休み時間に

児童・教職員がそれぞれの場所で、自分で

判断・行動する力を身に付けることを目的

に行った。 

≪１次避難≫ 

震度５弱   

を想定し、 

小中一斉に緊急地震速報受信システムを

発報。児童・教職員ともに机の下に身を隠

したり、机等がない場所や運動場では中央

部に集まり一次避難行動をとった。 

≪２次避難≫ 

想定した被害箇所に被害状況を記した

用紙を貼っておき、担当職員がそれを見付

け、校長に報告。校長は被害箇所から避難

場所（今回は体育館）を決定し、避難誘導

のアナウンスを指示した。校内アナウンス

後、児童・教職員は、安全な避難経路を考

え、体育館へと向かった。ハンドマイク設

置箇所の近くにいた教職員は、ハンドマイ

クを使って誘導しながら避難した。 

人員点呼後、学校安全アドバイザーに児

童の避難行動について、「児童は集中してア

ナウンスや先生方の指示を聞き、規律よく

避難行動がとれていた。」と講評をいただい

た。しかし、屋外から体育館へ避難する際

に、校舎の壁に沿って避難していた児童が

おり、壁から離れて通路の中央を通ること

も意識する必要があるということも反省と

してあがった。 

ここでの反省をもとに、３学期には緊急

地震速報受信システムを利用し、児童・教

〇児童・生徒数：４５８人  
（通常１３学級、特別支援６学級）     
〇職 員 数  ：４３人 
〇平成２８年４月１日開校 
〇過去の主な災害 
 【Ｈ２４．７ 九州北部豪雨】 

 ２１名の方が亡くなられた(阿蘇市)。家屋
が土砂で押し流されたり、水没したりした。 

 【Ｈ２８．４ 熊本地震】 
   開校して１週間目に地震が発生し、学校は

５月１４日まで避難所となった。最大約２０
００名の方が避難していた。 

 【Ｈ２８．１０ 阿蘇中岳爆発的噴火】 
   噴石と火山灰が降り、降灰除去作業に追わ

れた。 

防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業報告書【防災に関すること】 

学校名「 阿蘇市立一の宮小学校 」 

住所：熊本県阿蘇市一の宮町宮地１６８０番地 

電話：０９６７－２２－０１１３ 

 



職員に告知なしの避難訓練を実施した。 

（３） 地域、関係機関等との連携を図った防

災教育の推進 

  ア ４年「地震からくらしを守る学習」 

     社会科の学習の中で、防災マップを作 

成した。２学級合同で行い、自分達が住

む地区ごとに分かれ、フィールドワーク

し、危険箇所等を写真に撮ったり、メモ

をとったりしていった。地域や保護者の

方にも協力いただきながらまとめてい

き、計１８枚の防災マップが完成した。  

作成をとおして、危険箇所を改めて認

識することができた。また防災家族会議

にも活用し、防災に対する意識を高める

ことができた。出来上がった防災マップ

は、校内に掲

示し、誰もが

危険箇所等

を把握でき

るようにし

た。 

イ ５年「身を守るための防災頭巾作成」 

       地域の方をＧＴとして迎え、学級ごと

に防災頭巾作りを行った。防災頭巾は、

タオル３枚とリボンで手軽に作成でき、

新聞紙をタオルの間に入れることで強

度を増す工夫も行った。災害時にタオル

をばらして包帯代わりにしたり、いろい

ろなものを拭いたりするために、ミシン

ではなく手縫いをするという話を聞き、

「一つで何役にもなるこの頭巾を作っ

てよかった。」と５年児童も感想を述べ

ていた。 

                

ウ ６年「復興リーフレット作成」    

 校区にある商店街の被災状況、復興へ

向けての取組や思いを知る学習を２学

級合同で行った。１３店舗を１グループ

６～７名で担当し、質問内容等を事前に

検討した後、聞き取りを行った。そして、

商店街を活気づけるようと聞き取った

ことをもとに、リーフレットを作成した。  

リーフレットの地図には、観光客の方

が安心するようにと、災害時の避難場所

を明記した。店主の方々も出来上がった

リーフレットを見

て、とても喜ばれ

ていた。完成した

リーフレットは、

修学旅行先の長崎

のホテルに置かせ

ていただいた。 

  エ 大雨による保護者への引き渡し訓練 

 校区を３つに分け、２０分ずつずらし

て、引き渡しを行った。駐車場、体育館

内もすべて一方通行とし、混乱なくスム

ーズな導線を確保できた。ただ、中学校

と校門を共有しているため、実際は車の

出入りの混雑が予想される。今後、誘導

係を増員する必要性などが課題として

あがった。 

  オ 炊き出し訓練、救急処置講習会 

 阿蘇市婦人会の

方の指導の下、ハ

イゼックス米を使

っての炊き出し訓

練を行った。汚れ

た水でも炊くこと

が可能であり、数

日間はもつため、

災害時には有効で

ある。さらに、日

赤の方によるＡＥ

Ｄを使った心肺蘇生法と三角巾の使い

方の講習を受けた。児童生徒にとって、

初めて経験することばかりだったが、高

い関心をもって取り組むことができた。 



  カ モデル地区防災訓練 

 自主防災組織モデル地区を４地区設

定し、中学校が事務局となり、避難訓練

を実施した。多くの参加者があり、防災

に対する関心の高さが伺えた。要援護者

を誰が援護するのか、人員確認は誰がす

るのか等を事前に確認した。区長や消防

団が連携しリーダーシップをとったこ

とで、避難行動がスムーズに進んだ。反

省点として、①人員確認のための名簿が

必要②道路状況が悪い場合に備え、メガ

ホン等を準備する③車の誘導係が必要

④非常時持ち出しを持参する⑤ヘルメ

ットや厚手の帽子等頭部を守るものが

必要等が挙げられた。今後の避難行動に

つながるよい反省材料となった。 

キ 防災・防犯家族会議、カードの作成 

登下校中、緊急時にどこに避難すれば

よいのか、誰に連絡をとったらよいのか

等を家族で話し合う機会をもった。「家

に近ければ家へ・学校に近ければ学校へ」

を基本とし、学校から自宅までの地図を

もとに、危険箇所を家族で話し合った。  

また、このカードには、災害時の避難

所でのマナーや非常時持ち出しチェッ

ク、暖をとる方法、救急法等を記載し、

災害時に役立てられるようにした。 

２ 災害ボランティア体験活動の推進・支援 

５名の防災リーダー（５・６年）は、宮

城県の高屋小学校、雄勝ローズファクトリ

ーガーデン、雄勝小跡地、大川小跡地を視

察した。２名の先生方の講話や実際に避難

経路等を歩くことを通して、避難所の様子

や震災時の避難行動等について学ぶこと

ができた。熊本地震を経験した自分達と重

ねながら、被災された方々の思いも考える

ことができた。 

本校では、防災・防犯のテーマを「一人

一人の防災・防犯能力を高める」としてい

る。このテーマにつながる内容を見聞きで

きたことは、防災リーダーの児童にとって、

とても有益なも

のとなった。 

避難所での生  

活の様子や、被  

災して１１日目 

に入浴できたこと、１日食パン６分の１の

食事が続いた話等を自分たちの経験と重

ね合わせながら聞くことができ、改めて宮

城県の被災状況の大きさに驚いていた。ま

た、知り得た情報をもとに判断し行動する

力を身につけていくことの大切さについ

ても学ぶことができた。 

雄勝小の児童達が避難した経路を同じ

ようにたどっていったが、まさかこんな高

台まで津波が押し寄せてくるとは想像し

難かった。「大津波警報１０ｍ」と発令された

時、津波１０ｍを正しくイメージできなかったそ

うだ。「津波警報１０ｍ」とは平均値であり、場

所によっては全く異なる。津波は地形によっ

て高さが変わり、特に、入りくんだ所やＶ字型

の地形では、どんどん勢いが増し、高さもパ

ワーも何倍にもなるということを学んだ。 

先生方が、「他人事ではなく、自分事として

とらえることが大事である。」ということを話さ

れた。自然災害は、いつ、どこで起きるか分

からない。だからこそ、自分事としてとらえ、

防災についての備えをしておくことの必要性

を痛感した。今回見聞きしたことを自分事とし

てとらえ、防災のみならず、様々な場面でこ



のことを生かして

いきたい旨を感想

に書いていた。こ

の学びを学習発

表 会 で全 校児

童・保護者に向けて報告を行った。また、

毎月、防災・防犯通信に視察研修の感想を

掲載し、共有を図った。 

３ 学校安全（防災）アドバイザーの活用 

 日本防災士会

熊本県支部に学

校安全アドバイ

ザーとして携わ

っていただいた。 

前述した小中合同避難訓練では、児童や教

職員の避難行動について指導講評をいただ

いた。その後の防災講演会では、防災士の被

災地での活動についても学習することがで

きた。児童・生徒だけでなく、各地区の区長

にも出席いただき、地域協働で防災に取り組

む意識を高めることができた。 

   また、アドバイザーと打ち合わせ等を行う

中で、教職員自

身が日頃から防

災意識を高めて

おくことが大事

という助言を受

けた。 

また、安全確保のために、児童は必ず上靴

を履くとともに、教職員も靴を履いておく必

要性についても指導をいただいた。その後、

運動靴を着用する教職員が増え、教職員の防

災意識の変容にもつながった。 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１）成果 

一連の活動を通して、児童の避難行動に

変化が見られた。放送が流れたら話をしな

い、立ち止まって聞くという習慣が身に付

いてきた。また、揺れを感じたら身を守る

姿勢をとる等の行動が迅速にできるようにな

った。 

（２）課題 

災害から期日が経つと危機意識も低く

なり、上靴を履かずに過ごす児童も出てき

ている。災害はいつ・どこで起きるかわか

らず、そのための備えをしておく危機意識

を持続させる工夫を行っていく必要があ

る。 

２ 災害ボランティア体験活動の推進・支援 

（１）成果 

視察研修で学んだことや学校での活動

等を防災・防犯通信を通し継続して発信し

ていくことで、他児童や保護者への啓発と

なった。学習発表会での視察研修報告も、

被災地の今の様子が詳細に分かったと感

想をいただいた。また、教職員に視察研修

の復講を行ったことで、防災教育に対する

意識が高まった。 

（２）課題 

小学生という発達段階から、今現在災害

ボランティア活動に参加する機会は少な

いと思うが、何らかの形で貢献したいとい

う思いを持つことができた。来年度も関連

する活動に取り組んでいきたい。 

３ 学校安全（防災）アドバイザーの活用 

（１）成果 

専門的なアドバイスは、教職員の防災に

対する意識改革につながった。例えば、地

震が発生した後には、必ず津波情報を得る

よう心がけることをご指導いただいた。阿

蘇在住だから津波は無関係と思わず、どこ

にいても地震後の発災を意識していくこ

とが大事であり、そのことが一人一人の防

災力を高めることにつながると感じた。 

（２）課題 

避難訓練の様子を見ていただいたが、児

童・教職員に対し指導するポイントを事前

に綿密に打ち合わせしておく必要があっ

た。 



 

 

 

 

 

Ⅰ 取組の概要 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１）登下校を含めた学校の安全確保に関する

指導計画 

期日 具体的な内容 

4～3月 ○地域・保護者による見守り 

○一斉下校での交通安全・防犯に関

する指導 

10/24 ○防犯教室 

12/ 6 ○防災・防犯家族会議 

9～12月 ○防災・防犯通信発行 
○安全パトロールステッカー配布 
○子ども１１０番の家の設置 
○防犯に関する標語の作成 

○一の宮小防災・防犯カードの配布 

1～3月 ○防災・防犯通信発行 

○不審者対応避難訓練 

（２）登下校時を含めた日常的な学校の安全を

確保する指導方法の工夫 

    ア 一斉下校での交通安全・防犯に関する

指導 

 全学年が一斉に終業する日は、一斉下

校としている。安全担当から、登下校に

ついての注意点や危険箇所等について

の指導を行っている。また、一斉下校以

外の日は、学年ごとの集団下校としてお

り、一人で下校することがないようにし

ている。 

   イ 低学年向け防犯教室 

 １～３年生を対象に、警察の方や学校

安全アドバイザーの方を講師に迎え、防

犯教室を実施した。防犯に関するＤＶＤ

を視聴した後、ロールプレイを行った。

まず、不審者とはどんな人なのかを考え

た。不審者らしい不審者はあまりおらず、

普通の格好をした人の中に不審者が潜ん 

                

       

 

 

 

でいることを児童たちは理解すること

ができた。次のロールプレイでは、代表

児童が大きな声を出し誘いを断ること

ができた。しかし、不審者との距離が近

すぎ、緊張のあまりその場から離れたり、

防犯ブザーを鳴らしたりする児童はい

なかった。指導講評いただいた、不審者

に出会った場合の対処の仕方（①大声を

出して助けを求める②防犯ブザーを鳴

らす③人・車から最低１ｍ半は距離をと

る④複数で登下校する）を再度各担任が

指導を行った。 

 

 

 

 

ウ 防災・防犯家族会議、カードの作成 

防災と併せ、防犯について家族で話し

合う機会をもった。登下校中に危険な目

に会った場合を想定して、地図に危険箇

所を記入するようにした。また、子ども

１１０番の家がどこにあるのかを確認

する上でも、駆け込める家を明記するよ

うにした。 

家族会議を

したことによ

り、学校～自

宅間に、一軒

も１１０番の

家がない地区

があることが

わかった。早

速ＰＴＡの地域委員に連絡を入れても

らい、設置することになった。一方、「自

防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業報告書【防犯を含む生活上の安全に関すること】 

学校名「 阿蘇市立一の宮小学校 」 

住所：阿蘇市一の宮町宮地１６８０番地 

電話：０９６７－２２－０１１３ 

学校名「                  」 

住所： 

電話： 



分達が思ってい

た以上に設置箇

所が多く、安心

した。」という声

も聞かれた。 

２ 登下校時を含めた日常的な学校の安全を

確保するシステムの構築 

（１）子ども見守り支援事業、ＰＴＡの活用 

地域学校安全指導員の方が、登下校中の

通学路のパトロールや通学路の点検を常

時行っている。また、校区内の危険箇所や

不審者情報等の情報提供もお願いしてい

る。保護者も輪番制で、登校時の見守りを

行い、安全確保に努めている。 

地域の祭りへの補導については、ＰＴＡ

の生活環境委員に協力いただいている。 

（２）安全パトロールステッカー配布 

防犯対策とし 

て、ＰＴＡ役員

の方々に「安全

パトロール中」

のステッカーを

車に貼っていただき、抑止効果をねらった。 

 （３）「子ども１１０番の家」の設置 

開校したばかりであるため、子ども１１

０番の家の設置を改めて行う必要があっ

た。児童の登下校中に災害が発生した場合

や不審者に出会った場合に駆け込める所

を校区内にできる限り多く設置するよう

ＰＴＡに働きかけた。そこで、ＰＴＡの地

域委員の方々が各地区を回り、必要箇所を

検討し、設置依頼をされた。 

３ 学校安全（事故防止）アドバイザー活用 

本校には、学校安全アドバイザーを１名派

遣いただいた。先述の防犯教室での講師とし

て指導講評いただいた他、防犯に関するアン

ケート内容の修正や防災・防犯家族会議のカ

ードの検討等について、的確なアドバイスを

いただいた。また、防犯ブザーの点検項目を

入れるように助言いただいた。 

Ⅱ 取組の成果と課題 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１）成果 

防犯に関する取組を進める中で、児童た

ちが毎日防犯ベストや帽子を着用するこ

と、防犯ブザーを携行すること等の意識が

段々と高まってきた。 

（２）課題 

  登下校時だけでなく、帰宅後の遊びの時

間にも不審者の目撃情報がある。その時に

防犯ブザーを必ず携行する等、自分の身を

守るための指導の徹底が必要である。 

２ 登下校時を含めた日常的な学校の安全を

確保するシステムの構築 

（１）成果 

本年度、校区内で本校児童に関わる不審

者の事案が数件発生している。その際に、

その保護者だけでなく、その事案を見聞き

した保護者も情報を速やかに入れてもら

っており、防犯に対する意識の高まりを感

じた。 

（２）課題 

 今回、家族会議を通して、子ども１１０

番の家の設置箇所に偏りがあることが分

かった。今後は、さらにその設置箇所を増

やし、児童たちが安心して過ごせる地域環

境となるよう努めていきたい。 

３ 学校安全（事故防止）アドバイザー活用 

（１） 成果 

学校安全アドバイザーからの助言から、

児童たちの不審者に対する固定概念を払

拭することが必要であること、また、防犯

ブザーをいざというときに使うことがで

きるよう、日頃の点検の大切さを再確認す

ることができた。 

（２） 課題 

未然防止につながる取組がなされてい

くためにも、学校安全アドバイザーによる

専門的な内容について職員研修を行うこ

とも必要であった。 



防災教育（学校安全）年間指導計画

月 行事等 重点目標 指導事項 学級活動 管理 その他

４ 交通教室 ○交通ルールを守ろう ・新しい登校班での安全な 交通ルール 安全点検 春の交通安全運動

（歩行の仕方） ○自転車に正しく乗ろう 登下校 登下校の安全のきまり

（自転車点検） ○安全な遊具の使い方 ・自転車の安全な乗り方 通学路点検

歓迎遠足 を考えよう 自転車点検

避難訓練（全体） ○火災･地震･不審者か ・避難経路の確認

ら身を守ろう

５ 避難訓練（水害）水 ○雨の日の安全な登下 ・学校外の安全 避難訓練 安全点検 保護者への児童引

害時等のひきわた 校を考えよう 水の事故に備える き渡し訓練

し 避難経路の点検

プール点検（排水 プール点検

溝）

６ 集団宿泊教室 ○集団宿泊中の安全に ・集団宿泊教室時の安全 安全点検

救急法講習 気をつけよう (事前指導) プール使用のきまり

プール開き ○水から身を守ろう ・水泳時の安全

避難訓練（地震） ○心肺蘇生法を学ぼう

○安全なプールの入り

方を考えよう

○室内では静かに歩こう ・梅雨時の室内での暮し方

７ 防災リーダー任命 ○防災について考えよう ・被災地とは 安全点検 心肺蘇生法

式

夏季休業日 ○夏休みを安全に過ご ・夏休みのくらし方 夏休みのくらし 夏休み前の安全指

そう 導

８ 先進地視察研修 ○先進地から学ぼう ・被災地の様子 安全点検 秋の交通安全運動

（代表児童）

９ 運動会 ○元気に、楽しい運動 ・運動会の練習と安全 運動場の点検

会を開こう

○交通ルールを、見直 ・安全な登下校

そう

１０ 修学旅行 ○修学旅行中の安全に ・修学旅行時の安全 安全点検

見学旅行(１～4年) 気をつけよう ・見学旅行時の安全

避難訓練（地震） ○見学するときの安全に ・交通施設とその利用

気をつけよう ・避難訓練の実施

防災教室（4～6年） ○危険を回避する力を 防災・防犯に

防犯教室(1～3年) 身につけよう ついて

１１ 就学時健康診断 ○安全に気をつけて、 ・外庭での安全な遊び方 安全点検 全国火災予防週間

楽 しく外で遊ぼう ・冬の病気

視察研修報告会 ○先進地の様子を知ろう ・災害時の様子 新入生の確認

１２ 避難訓練（火事） ○火事から身を守ろう ・避難訓練の実施 避難訓練 安全点検 年末年始交通安全

持久走大会 ○体を鍛えよう ・持久走大会の練習と安全 避難経路の点検走路 運動

・冬の生活と安全 冬休みのくらし の点検 冬休み前の安全指

・冬休みのくらし方 防火設備の点検 導

ストーブの点検と設置

１ 避難訓練（地震） ○冬の過ごし方を考えよ ・避難訓練の実施 安全点検

う ・積雪・凍結時の安全指導 避難経路の点検

２ 新入学生体験入学 ○自分の命は自分で守 ・新登校班の確認 交通ルールに 安全点検

避難訓練（噴火） ろう ついて

３ ○１年間の反省をしよう ・１年間の反省 春休みのくらし 安全点検 春休み前の安全指

・春休みのくらし方 施設設備の総点検 導

年間総括



      

地震避難訓練計画 
一の宮小学校防災教育担当 

１ 目的 

○地震時に対処するために必要な知識や行動力、判断力を身につけさせる。 

○指示によって、または自主的判断によって、早く安全に避難できるようにする。 

 

２ 日時 
平成２８年１０月１２日（水）（１０：００～１０：２０） 

 ※小中合同  ※高学年は３校時、中学校体育館にて防災教育についての講話 

 

３ 想定 

   休み時間中に、強い地震（震度５弱）が発生。児童はそれぞれの場所で、自分の身を守る体勢をとる。揺れ

がおさまった後、放送の指示（今回は校舎に被害ありと想定し運動場へ）にしたがい、運動場中央部へ避難す

る。担任等は、人員が揃っているか、けががないか等を確認し、校長へ報告する。 

 

４ 指導計画 

時刻 内容（担当） 注意事項 

朝の会ま

でに 

 

事前指導（各担任） 

 

・地震の際の心構え、避難の仕方について話を聞く。休

み時間発生想定のため、それぞれの場所での身の守り

方や避難経路を十分に指導しておく。 

10:01 ① 地震発生通告 

緊急地震速報システム（教頭）

「警報音。まもなく強い揺れの地震

がきます。（曖昧モード）」 

 

② 近くにいる児童に指示 

「頭を守って。物が倒れてこない

ところにしゃがんで。」 

（担任等） 

・出入り口は開けておき、避難経路を確保する。 

・主要動が去るまで、落下物による被害から身を守らせ

る。児童には、「おちてこない、たおれてこない、う

ごいてこない場所」で自分の身体を守ることを指導し

ておく。 

・カーテンを閉める。（ガラス飛散によるけがを防ぐ。）

・電源等の火災発生源になるようなものは全て消す。 

10:02 

 

③ 安全確認（担任外） 

 

・担任外職員は、担当箇所の安全確認をし、校長に報告

する。 

10:05 

 

④ 避難指示（放送）（主幹教諭）

「ただいま地震がおさまっていま

す。児童のみなさんは運動場に避

難してください。」 

・校長が避難の指示を出す。「校舎の○○に被害がでた

ので、運動場へ避難するように。」 

・拡声器が近くにあった場合、拡声器も持ち出す。 

 

 

 

 

⑤ 避難開始 

運動場へ 

（雨天時は体育館へ行き、学年ご

とに並ぶ。） 

・担任等は、近くにいる児童を運動場へ誘導する。この

とき、どこの経路を通らせるか判断し指示を出す。担

任は児童とともに運動場へ行き、人員・けがの有無等

の確認し、校長へ報告する。 

・担任外で自分の担当場所がある職員は、逃げ遅れた児

童がいないか確認に向かう。 

・校長が全学級の確認を終えた時点で、訓練終了となる。

10:10 

 

⑥ 講評（学校安全アドバイザー）

 

・防災士の方から、今回の避難の様子や児童が気を付け

ること等を話していただく。 

10:20 ⑦ 終了  ・低学年は教室へ、高学年は中学校体育館へ移動する。

（高学年は履き替えず、上靴のまま） 
 



５ 役割分担 
本部 校長 ・避難の統括 

通報連絡 教頭、主幹教諭 
・消防機関への通報と関係機関への通知
・児童誘導の放送 

避難誘導 各担任、他職員４名 ・避難した児童の誘導管理 

救護 養護教諭、職員２名、給食２名 ・避難した児童の救護 
初期消火 担任外職員４名 ・火災があった際の、初期消火 
搬出 教務、事務、図書司書、担任外１名 ・状況に応じ、必要なものの持ち出し 

教室等の 
最終確認 

１Ｆ北東側（倉庫前、階段～職員玄関） 教頭 

１ 危険個所の把握 
（トイレ含む） 
    ↓ 
２ 校長へ報告 

  → 
 

４ 避難時における 
児童の確認 

（トイレ含む） 
 

３  避難時、けが

のないよう声

かけ 

（東階段） 

職員２名 

←（中央階段） 

職員２名 

（西階段） 

職員２名 

１Ｆ北西側（児童昇降口～給食室） 給食A 

１Ｆ南東側（生活科、２の３～１の１、中庭） 主幹 

１Ｆ南西側（たんぽぽ４組以外、中庭） 職員A 
体育館 給食B 

保健室 養護教諭

前庭（低学年前） 職員B 
２Ｆ北東側（階段、パソコン～理科室） 理科専科

２Ｆ北西側（更衣室～体育館側階段） 職員C 
２Ｆ南西側（４の２～トイレ） 教務 
２Ｆ南東側（図書室～５の１） 図書司書

職員玄関、児童昇降口（外壁等） 事務 
 
６ 避難場所 
 基本的には屋内避難だが、今回は校舎に損壊があったこととするため、運動場中央へ避難する。 

（駐車場）中学生     １ ⇒  ⇒  ⇒  ⇒ ６      （プール）   
             年            年  
 ※整列指示（安全担当：拡声器）             

 
７ 避難経路 
○今回、防災士の方が児童や職員の避難行動を見られ、ご指導されます。※つかんだ情報をもとに、どの避難
経路を使い避難するか判断し行動する力が必要です。（児童も職員も） 

  アナウンスをしっかり聞いて、行動できるように事前指導をしっかりと。 
  たとえば・・・①低学年の教室側がこわれています・・・。→北側校舎から出る。 
         ②中庭にガラスが落ちています・・・。→どこからでもいいので、校舎から出る。 
         ③体育館と校舎の間がこわれています。→そこから離れたところから出る。等、指導をしておく。 
 
８ 注意事項 

いつ起きるかわからない事態に対処するための大事な訓練です。真剣に取り組むよう、指導の徹底をお願い
します。 

（児童に対して） 
 ○毎日、上靴を必ず履かせておく。     ○「おかしも」を指導しておく。 
 ○どの場所においてもできるだけ「落ちてこない・倒れてこない」場所にしゃがみ、頭を守ることを徹底する。 
 ○地震発生時に、自分がどこにいて、どこを通って運動場まで避難するのかを考えさせておく。 
 ●普段から、放送を注意深く聞く態度を育てる。 

お さない 
・前の人を、押さない。（前の人が転ぶと将棋倒しのようになりやすい。） 
・もし前の人が転んだら、大きな声で『とまれ』とさけぶ。 

か けない 
・教室、廊下、階段などで走らないで、急ぎ足で歩く。 
・広いところにでたら、駆け足で避難する。 

し ゃべらない 
・避難時、避難後とも話をしない。（先生の指示や、『とまれ』の声が聞こえない。
避難後は、人員確認の障害になるとともに指示が聞き取れなくなる。） 

も どらない ・一度避難した後、または避難の途中等、絶対にひきかえさない。 
 （職員に対して） 
 ○今回は児童が散らばっている状態を想定しているため、この場所なら運動場へどのように逃げるかを指 

導しておく。 
○災害・緊急時に備え、職員もサンダル等脱げやすいものではなく、靴タイプのものを履くよう心がける。 
○指導計画の③で、担任外職員で最終確認をすることになっている方は、担当場所に損壊場所があった場合、 
校長に報告をする。（損壊内容を書いた黄色画用紙を見つけてください。） 

 ○担任は出席簿を持ち出す。全学年分の緊急連絡簿は手嶋がまとめて持ち出す。 
 
９ その他 
 ○防災士は、当日土足で校舎内を巡回する。実際にはガラス等危険物が飛散しているため。 



平成２８年５月１０日

一の宮小学校保護者 様

阿蘇市立一の宮小学校

校長 宮本 哲也

緊急時の下校における児童引渡し訓練の実施について

新しい学校生活をスタートさせた直後に、この度の震災に遭い、不安な毎日を送られ

ているかと思います。お見舞い申し上げます。

さて、これから梅雨の時期に入っていきます。大雨等により、緊急下校となり、保護

者の方による迎えが必要となる場合があります。そこで、保護者の方の迎えによる引き

渡し訓練を実施したいと思います。お忙しい中申し訳ありませんが、子どもたちの安全

確保のため、ご参加いただきますようご協力をお願いします。

１ 期日

平成２８年５月３０日（月）午後

２ 場所

一の宮小学校体育館

３ 内容

保護者への児童引き渡しの仕方、地区連絡網の確認等

①安心安全メールと地区連絡網で、緊急下校に関する内容を配信

（１２：００予定）

※迎えができない場合は、学校に電話連絡をする。【２２－０１１３】

（迎えのない児童は、徒歩・学童・スクールバスで下校する。）

②車による迎え（１５：３０～１６：３０）

（各地区によって迎えの時間が異なる。）

※駐車場所、待機場所、出入口等につきましては、別紙にてご確認ください。

※今回は訓練ですので、当日迎えができないことがわかっている場合は、お子さん

にも事前にお伝え願います。

※今回のメールが配信されなかった場合は、担任までお知らせください。よろしくお

願いします。



緊急時の児童の下校方法
豪雨・台風・豪雪に伴う緊急時の下校方法

通常の下校ができない緊急時の下校方法を降水量や警報発令の状況から判断し、
以下の２パターンを設定する。

○ 職員引率のもとでの一斉下校
大雨警報等が発令されてはいるが、徒歩・スクールバスでの下校が可能

と判断される場合、一斉下校で地区担当の職員が引率する。
○ 保護者の迎えによる引き渡し

大雨警報等が発令され降水量も多く、徒歩での下校が困難であり、スクー
ルバス停から徒歩で帰宅できないと判断される場合、保護者の方等の迎えに
よる引き渡しを行う。

１ 態度決定（下校方法、明日の始業時刻等）
関係機関へ連絡（教育委員会・ＰＴＡ会長、各地区長、学童）→職員集合

２ 職員の動き～保護者の迎えによる引き渡しの場合～

３
児童の動き～保護者への引き渡し
① 全児童は帰る用意を済ませ、靴や傘等を持ち、体育館へ集合する。
② 地区別に整列する。班長は地区カードを持っておく。（一斉下校時の並び方）
③ 安全担当からの話を聞く。
④ 保護者の迎えが来るのを待つ。

（３グループに分け、２０分ずつ
時間差を設ける。）

⑤ 保護者が迎えに来たら、下校する。

４ 保護者の動き
①スクールバス前駐車場・体育館前駐車場（東側には置かない）に車を置き、体育館横

（校舎と体育館の間）に待機する。
②入場制限（約２０人ずつ） 靴を持って児童のいるところへ行き、地区担当者がチェック
した後、児童を連れて体育館玄関から出る。

【職員室】

○連絡黒板設置（職員室前廊下）・・・児童名簿を貼る。【主幹教諭】

○安心安全メール配信【教頭】 ○地域委員長に電話連絡【教務】

○電話受付、児童名簿転記・・・年組、氏名、地区名を聞く。（迎えに来られな

い、迎えが遅くなる等）【教頭、主幹、事務】

○体育館設営【主幹、教務、職員】

・地区名を貼った長机 ・集合場所掲示（保護者入口） ・名簿（担当分）

・首かけ地区プラカード＆地区別児童名簿 ・インカム等

○駐車場設営【職員２名】

【各担任】

○児童の下校方法の確認（職員室前連絡黒板にて確認）、児童に連絡

○下校後の注意（むやみに外出しない、溝や川に近づかない）

○明日の登校の連絡

○体育館での態度の指導

○靴（持参の袋）と傘を持たせ、体育館へ移動

①西、古神１・２・３

②東、中通、町、北、荻の草

③分、古城、塩塚、坂梨



５ 職員の役割
全体指揮 校長 関係機関との連絡調整、全体指揮（インカム１）
ヘルプ対応 教頭 動きが滞っているところの調整、ヘルプ （イ

ンカム２）
職員室電話対応 事務、給食２名 電話対応、体育館へ連絡（インカム３）
体育館内進行 安全担当 下校の進行、アナウンス（インカム４）
保護者調整・案内 主幹、職員 入場制限（２０名程度ずつ）
駐車場 職員２名 駐車場での交通整理（インカム５・６）
待機児童 教務 基準時間（その都度変わる）までに、迎えに

来られない児童の人員チェック、指導
地区児童指導 地区担当 引き渡しの際のチェック→連絡黒板にまとめ
迎えチェック てチェック

①西 職員１名（職員２名）
①担当は、人数がはけ 古神 職員６名（職員２名）
てきたら、②のサポー ②東 職員３名
トにまわる。 中通、町、北 荻の草 職員３名
適宜、様子をみて動く。③分 職員２名（①西サポート）、職員１名（①西サポート）

古城、塩塚、 職員２名

坂梨 職員２名（①古神サポート）、職員１名（①古神サポート）

児童指導（担任） 特別支援学級担任２名（待機児童）、３名（保護者案内）、１名（駐車場）
（担当児童が下校したら、他サポートに入る。）

６ 保護者の迎えの流れ

校

舎

※車いす利用の児童

～職員玄関前まで車

で乗り入れ、東方

向に抜ける。（駐

車場係に、車の特

徴、ナンバー等を

伝えておく。）

※他、体調不良やけ

がをしている児童

も同様。

保
護
者
待
機
場
所



「
宮
城
県
に
行
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
学
ん
だ
か
」

一
の
宮
小
学
校

五
年

私
は
、
宮
城
県
に
行
き
、
二
人
の
先
生
の
お
話
を
聞
い
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
、
高
屋
小
学
校
の
荒
明
校
長
先
生
か
ら
お
話
を
聞
き
、
災
害
の
お
そ
ろ
し
さ
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
説
明
の
ス
ラ
イ
ド
の
中
で
車

と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
を
比
べ
た
記
号
が
反
対
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
二
つ
を
ね
だ
ん
か

ら
い
く
と
、
車
の
方
が
高
い
か
ら
不
等
号
の
大
き
い
方
が
く
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
先
生
の
説

明
を
聞
い
て
意
味
が
わ
か
り
ま
し
た
。
車
は
な
く
な
っ
て
も
、
ま
た
買
う
こ
と
が
で
き
る
け
れ

ど
、
カ
メ
ラ
に
写
し
た
思
い
出
は
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
二
度
と
も
ど
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
お
金
で
は
買
え
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
命
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
大

切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
日
間
も
お
ふ
ろ
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
心

に
残
り
ま
し
た
。
私
も
熊
本
地
震
に
あ
い
、
お
ふ
ろ
に
何
日
も
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
気
持
ち
が
と
て
も
わ
か
り
ま
し
た
。

雄
勝
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
徳
水
先
生
の
お
話
で
は
、
奧
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
津
波
の

力
が
増
し
、
水
位
が
高
く
な
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
の
上
に
、
水
道
の
じ
ゃ

口
や
ラ
ジ
カ
セ
な
ど
が
あ
り
、
地
面
に
は
貝
が
ら
や
か
わ
ら
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
高
い
と

こ
ろ
ま
で
津
波
が
き
た
の
だ
と
思
う
と
、
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。

次
に
、
大
川
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
児
童
七
十
四
人
、
先
生
十
人
が
亡
く
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
私
た
ち
は
、
亡
く
な
っ
た
人
達
が
や
す
ら
か
に
ね
む
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
お
花
と
い
の
り
を
あ
げ
ま
し
た
。
で
も
、
い
ぞ
く
の
方
は
、
み
ん
な
が
こ
こ
に
く
る
こ

と
を
い
や
が
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
今
も
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

資
料
の
中
に
、
徳
水
先
生
の
教
え
子
の
女
の
子
が
書
い
た
詩
が
あ
り
ま
し
た
。
「
豆
ふ
屋
の

お
じ
ち
ゃ
ん
が
み
ん
な
を
ひ
な
ん
さ
せ
て
、
自
分
だ
け
津
波
に
流
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
、
わ

た
し
は
ぜ
っ
た
い
に
わ
す
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

私
は
宮
城
県
に
行
っ
て
考
え
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
私
達
は
い
つ
も
危
険
と
と
な
り
あ
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
然
は
と
て
も
美

し
い
も
の
で
す
が
、
こ
わ
い
も
の
に
も
な
る
の
で
、
気
を
ぬ
い
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

い
つ
災
害
が
き
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
よ
う
に
そ
な
え
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
「
他
人
事
」
で
は
な
く
、
「
自
分
事
」
で
考
え
る
こ
と
で
す
。
地
震
前
は
、
他
の

県
で
地
震
が
あ
っ
て
も
自
分
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
住
む
場
所
は

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
な
ん
て
思
っ
て
い
た
自
分
は
考
え
が
た
り
な
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
地
震
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
思
い
ま

し
た
。

三
つ
目
は
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
、
ま
た
地
震
が
起
き

た
ら
、
ひ
な
ん
所
に
行
っ
て
お
年
よ
り
の
方
の
話
を
聞
い
た
り
、
小
さ
い
子
の
遊
び
相
手
に
な

っ
た
り
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
そ
う
じ
も
し
た
い
で
す
。
熊
本
地
震
の
時
、
病
気
が
広

が
っ
て
大
変
だ
っ
た
ひ
な
ん
所
も
あ
り
ま
し
た
。
一
の
宮
小
の
ひ
な
ん
所
で
も
、
ト
イ
レ
そ
う

じ
を
先
生
方
や
中
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
が
き
ち
ん
と
消
毒
を
し
て
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
だ
か
ら
、
ま
た
地
震
が
き
た
と
き
に
は
、
私
も
ト
イ
レ
そ
う
じ
や
人
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
す
す
ん
で
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。



「
宮
城
県
を
訪
問
し
て
」

一
の
宮
小

五
年

私
は
、
熊
本
地
震
が
起
き
た
翌
朝
に
、
お
父
さ
ん
と
水
を
集
め
る
た
め
に
、
家

中
の
水
道
の
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
る
と
、
最
後
に
出
た
の
は
、
庭
の
水
で
し
た
。
ト
イ

レ
の
水
も
流
れ
て
な
く
、
あ
わ
て
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
被
害
の
様
子
を
見
て
い
た
ら
、
親
戚
の
家
の
前
の
道
路

が
陥
没
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
横
に
裏
口
が
あ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
正
面
入
り
口
か
ら
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
地
震
の
大
き
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

私
は
、
夏
休
み
に
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
宮
城
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

は
、
熊
本
地
震
よ
り
と
て
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

雄
勝
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
私
と
同
じ

五
年
生
の
人
が
書
い
た
「
わ
た
し
は
わ
す
れ
な
い
」
と
い
う
詩
で
す
。
そ
の
中
に
、

「
わ
た
し
は
わ
す
れ
な
い

豆
ふ
屋
の
お
っ
ち
ゃ
ん
が
皆
を
ひ
難
さ
せ
て
、
一
人

だ
け
津
波
に
流
さ
れ
た
こ
と
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分

の
命
よ
り
も
、
周
り
の
人
の
命
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
は
、
と
て
も
勇
気
の
あ
る
行

動
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
私
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
ま
た
災
害
が
起
き
た
ら
、

皆
を
ひ
難
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
力
と
勇
気
を
持
つ
人
に
な
り
た
い
で
す
。

次
に
、
高
屋
小
学
校
の
荒
明
校
長
先
生
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
言
葉
は
、
「
先

生
、
雑
草
が
咲
い
た
よ
！
」
で
す
。
私
は
、
そ
れ
を
聞
い

て
、
す
ぐ
に
わ
け
が
分
か
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
津
波

で
危
な
い
薬
物
が
土
に
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の

に
、
雑
草
が
生
え
て
き
て
さ
ぞ
う
れ
し
か
っ
た
ん
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
話
を
聞
い
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
自
分
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
「
他
人
事
」
で
は
な
く
、
「
自
分
事
」
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強
く
思
い
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
一
の
宮
小
の
皆
に

伝
え
、
今
度
同
じ
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
時
、
自
分
達
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。



「
宮
城
で
学
ん
だ
こ
と
」

一
の
宮
小

五
年

ぼ
く
は
、
宮
城
で
地
震
、
津
波
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
、
高
屋
小
学
校

で
荒
明
き
よ
し
先
生
に
う
か
が
い
ま
し
た
。
き
よ
し
先
生
は
、
以
前
大
曲
小
学
校

に
勤
め
て
い
て
、
そ
の
と
き
地
震
が
あ
り
、
津
波
が
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
気

も
水
も
ガ
ス
も
な
い
の
で
風
呂
に
入
れ
ず
、
十
一
日
目
や
っ
と
お
湯
を
か
ぶ
る
こ

と
が
で
き
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
六
日
間
く
ら
い
風
呂
に
入
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
や
っ
と
風
呂
に
入
ら
れ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
周
り
の
家
が
が
れ
き
か
ら
学
校
を
守
っ
た
と
も
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
曲
小
学
校
に
津
波
が
一
メ
ー
ト
ル
九

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
お
し
よ
せ
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の

高
さ
だ
と
、
ぼ
く
は
お
ぼ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

き
よ
し
先
生
た
ち
は
小
学
校
に
ひ
な
ん
し
て
き
た
人
た
ち
の

世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
熊
本
地
震
の
時
、
自
分

の
こ
と
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
他
の
ひ
な
ん
し
て
い
る
人
た

ち
に
何
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
が
き
よ
し
先
生
の
言
葉
で
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
「
震
災
の
教
訓
か
ら
、
宮
城
の
学
校
で
は
災
害
を
前
も
っ
て
と
ら

え
て
、
前
も
っ
て
備
え
る
。
そ
し
て
、
経
験
が
一
番
、
教
育
が
二
番
。
」
と
い
う

言
葉
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
将
来
、
先
生
に
な
る
夢
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
言

葉
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
ロ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
津
波
の
恐
ろ
し

さ
に
つ
い
て
で
し
た
。
「
津
波
け
い
ほ
う
十
メ
ー
ト
ル
」
と
発
令
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
が
多
く
て
、
津
波
に
流
さ

れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
津
波
は
地
形
で
も
変
化
し
ま
す
。
雄
勝
で
は
、
実

際
に
は
十
メ
ー
ト
ル
で
は
な
く
、
十
六
．
三
メ
ー
ト
ル
の
津
波
高
に
変
化
し
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
自
分
の
地
域
の
地
形
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

雄
勝
小
の
み
ん
な
は
ふ
っ
こ
う
に
向
け
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
、

ぼ
く
も
何
か
熊
本
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
仮
設

住
宅
に
行
っ
て
、
ひ
さ
い
し
た
方
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ぼ
く
は
、
今
後
家
族
や
友
達
に
宮
城
で
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
、

こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
風
に
熊
本
の
人
た
ち
に
元
気
を
あ
た
え
ら
れ
る
か
な
ど
を
考

え
な
が
ら
、
取
り
組
も
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
災
害
が
起

き
た
ら
、
宮
城
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
て
、
自
分
の
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
宮
城
で
と
て
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
り
し
た
の
で
、
こ
の
こ
と
を
一
生
忘
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。



「
被
災
地
研
修
」

一
の
宮
小

六
年

ぼ
く
は
、
宮
城
県
の
研
修
で
、
震
災
の
お
そ
ろ
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
ず
、
高
屋
小
学
校
の
荒
明
校
長
先
生
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
十

日
間
も
お
風
呂
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
熊
本
地
震

で
は
、
四
日
目
に
自
衛
隊
が
来
て
く
れ
た
の
で
、
ぼ
く
は

や
っ
と
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
気
持
ち
よ
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
他
に
は
、
ひ
難
所
生
活
で
の

食
事
の
量
で
す
。
パ
ン
一
枚
の
六
分
の
一
だ
け
し
か
配
給

が
な
か
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
一
の
宮
小
に
ひ
難
し
て
い
て
、

食
事
は
十
分
な
量
を
と
れ
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
と
同
じ
小
学

生
の
子
ど
も
達
が
ど
ん
な
に
つ
ら
い
め
に
あ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。次

に
、
雄
勝
ロ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

津
波
の
お
そ
ろ
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
津
波
は
、
海
か
ら
川
へ
流
れ
て
水
の
量
が

増
え
て
、
陸
へ
ど
ん
ど
ん
水
が
押
し
寄
せ
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。
津
波
は
来
な

い
と
安
心
し
て
は
い
け
な
い
、
い
つ
か
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
実
際
に
、
ぼ
く
た
ち
も
山
の
方
へ
向
か
っ
て
、
ひ
難
経
路
を
歩
い
て

み
ま
し
た
。
ま
ず
、
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
神
社
ま
で
登
り
ま
し
た
。
安
心
か
と
思

っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
水
が
き
て
、
も
っ
と
上
の
山
に
登
り
ま
し
た
。
神
社
か
ら
上

に
は
通
り
道
な
ど
は
な
く
、
草
を
か
き
わ
け
て
急
な
坂
を
登
り
ま
し
た
。
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
た
ぶ
ん
、
と
て
も
寒
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
す
べ
る
坂
を

し
ん
ち
ょ
う
に
早
く
登
る
姿
が
目
に
う
か
ん
で
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
津
波
に
あ
っ
た
子
ど
も
達
の
話
を
聞
い
て
、
ぼ
く
た
ち
も
負
け
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
つ
ら
い
こ
と
に
あ
っ
て
も
、
負
け
ず
に
自
分

た
ち
で
町
の
人
々
に
え
が
お
を
お
く
っ
て
い
る
姿
を
映
像
で
見
て
、
一
日
で
も
早

く
元
に
も
ど
せ
る
よ
う
に
、
ぼ
く
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
み
ん
な
へ
伝
え
て
、
今
後
災
害
に
あ
っ
た
時
は
、

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
っ
た
り
元
気
を
与
え
た
り
で
き
る
よ
う
に
、
今
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。



「
被
災
地
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
」

一
の
宮
小

六
年

防
災
教
育
で
宮
城
県
に
行
く
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
震
災
後
の
宮
城
県
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
と
思
い
、
希
望
し
ま
し
た
。
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
て

か
ら
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
地
図
で
調
べ
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る
と
、
思
っ
た
よ

り
遠
く
感
じ
ま
し
た
。

熊
本
地
震
は
、
ね
て
い
る
時
に
ゆ
れ
て
い
る
の
に
気
付
い
て
目
が
覚
め
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
ベ
ッ
ド
か
ら
お
り
た
の
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
気

付
い
た
ら
、
一
階
の
柱
時
計
が
た
お
れ
て
い
て
、
真
っ
暗
で
床
を
見
る
と
何
か
が

割
れ
て
い
た
の
に
気
付
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ゆ
れ
始
め
た
の
で
、
家
族
と
机
の
下

に
か
く
れ
ま
し
た
。
ゆ
れ
が
お
さ
ま
っ
て
、
祖
父
母
も
心
配
だ
っ
た
の
で
、
み
ん

な
で
車
に
乗
っ
て
祖
父
母
の
家
に
い
き
ま
し
た
。
祖
父
母
も
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、

み
ん
な
で
車
の
中
で
ね
ま
し
た
。
最
初
は
ね
む
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
気
付
い
た
ら

ね
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
毎
日
車
で
過
ご
し
ま
し
た
。
食
事
は
い
つ
も
外
で
食
べ
て
い
ま
し

た
。
学
校
も
休
み
に
な
っ
た
の
で
、
弟
と
い
つ
も
遊
び
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
け

ど
、
こ
れ
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
な
、
学
校
は
大
丈
夫
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

荒
明
校
長
先
生
の
お
話
で
、
十
日
間
も
お
風
呂
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
食
事

が
と
て
も
少
な
く
、
震
災
後
三
日
目
で
、
一
日
の
一
人
分
の
食
事
が
食
パ
ン
一
枚

の
六
分
の
一
と
聞
い
て
、
ぼ
く
み
た
い
に
遊
ん
だ
り
、
家
族
で
ひ
難
生
活
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
食
事
も
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
ら
な
い
日
が
た

く
さ
ん
続
い
て
、
本
当
に
大
変
だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
ら
、
阿
蘇
に
は
海
は
な
い
け

れ
ど
、
津
波
に
あ
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
ど
こ
に

住
む
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
津
波
は
川
を
逆
流
し
て
一
回
引
く
け
れ
ど
、
そ
の
後
も

っ
と
大
き
な
津
波
が
き
ま
す
。
視
察
地
の
雄
勝
町
を
実
際
に
歩
い
て
み
た
と
き
、

家
や
商
店
街
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
何
も
な
く
て
、
遠
く
に
港
と
海
が
見
え
ま
し
た
。

震
災
か
ら
五
年
五
ケ
月
も
経
っ
て
い
る
の
に
、
町
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
草
っ
原
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
津
波
の
こ
わ
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
行
っ
て

み
て
、
雄
勝
町
は
周
り
が
山
で
緑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
阿
蘇
に
似
て
い
る
な
と

思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
が
一
年
生
に
な
る
前
の
三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
五
年
後
、
十
年
後
に
ま
た
宮
城
に

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
友
達
や
た
く
さ
ん
の

人
に
、
一
人
一
人
が
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。



自然災害及び火災時の緊急マニュアル

地震・台風・大雨・出火（非常ベル）

発 見 者（火元確認） ← 消火器・非常用電話機持参

初期消火・通報

「火事だあ！」と大声で叫ぶ

初期消火 職員室へ通報 ←状況を的確に

発見者及び担当者 ← 管理職判断

◎避難の心得

「おかし」の約束 校 内 放 送 ←教頭・主幹

・おさない

・かけださない

・しゃべらない 教頭

児童避難・誘導 担任・授業者 消防署 １１９番通報

搬出 校舎確認 各階担当 教育委員会 22-3229

警察署 22-5110

避難完了後→ 校長へ報告 ＰＴＡ会長

地区連絡網で家庭へ

＊ 安心・安全メールで家庭連絡

＊ 安全確認後、担任確認のもと保護者へ引き渡す

（連絡がとれない場合は引き続き学校避難とする）

◇ 学校が地震や大雨等で「避難所」になった場合の分担

１ 関係機関との連絡調整・・・・・・・・・・・校長、教頭

２ 児童の被災状況確認・・・・・・・・・・・・校長、教頭、各担任

３ 物資調達・確保(水、電気、食料、寝具）・・・校長、教頭、主幹教諭

４ 教室と避難所等の施設区分・・・・・・・・・校長、教頭



一の宮小学校防犯教室計画
防災教育担当

１ 目的

○登下校時等において不審者等に出会った場合の対処の仕方を知り、児童自身に

自らの身を守るための能力を身に付けさせる。

２ 日時

平成２８年１０月２４日（月）３校時 １０：４５～１１：３０

３ 場所

一の宮小学校体育館

４ 参加児童

１年－６４名、２年－８８名、３年－８９名 合計２４１名

５ 内容

（１）開会

（２）校長先生のお話（講師紹介も含む）

（３）ＤＶＤ視聴（防犯）

（４）ロールプレイ

（○不審者とはどんな人？ ○不審者に出会った場合の対処の仕方等）

（５）指導講評 阿蘇警察署刑事・生活安全課生活安全係

国立大学法人熊本大学教育学部 防犯アドバイザー

（６）閉会

６ その他

○ロールプレイをする代表児童を各学級１名ずつ選んでおく。その児童は、ランド

セルと帽子を持っていく。

○体育館での並び方は、講師と打ち合わせ後にお伝えする。

○防犯教室終了後、防犯アドバイザーから担当職員に対し、本校の取組等について

ご指導いただく。（１１：４０～１２：００）



平成２８年度 不審者対策避難訓練計画
安全部

１ 目 的

(1)不審者が校内に侵入したとき、児童が安全に避難できるように、避難方法や避難場所を

確認すると共に、事件が起きたときの心得などについて理解させる。

(2)児童の安全を確保するため教職員は不審者が侵入してきた場合の役割分担と対応を確認

する。

２ 期 日：平成２９年１月２４日（火） ３校時（行事）

３ 訓練の想定 ：不審者が生活科室前渡り廊下から侵入した想定

４ 避難場所 １次避難（臨時集会開始の放送で）・・・・各教室（教室後方に移動して整列）

２次避難（避難できるタイミングをみて）・体育館

５ 直前指導（10:45～10:50）【低学年は前日までに時間を取るなどしっかり指導】

①不審者が○階廊下にいた時には、教室を施錠し整列して静かにする。

②教室外にいた時に、どこへ避難するか？→近くの学級教室へ（トイレの場合は個室へ）

③運動場に不審者が侵入した場合は職員室へ逃げ込む

④「只今より臨時集会を始めます。なお南校舎１階は込み合っています。」と「臨時集会は

終了しました。」の放送の理解

６ 訓練の実際(10:50～11：10)

☆不審者【警察】：生活科室前渡り廊下より侵入

①第一発見者【職員A】：不審者に声掛け「何か御用ですか」→生活科室へ誘い込む

②通報者【職員B】：オレンジ色のボタンを押す

③校内放送【主幹教諭】

「校長先生、校長先生、生活科室までお願いします。」

④各教室は扉の鍵をかけて、教室後方に整列

（廊下の状況に気を配る）

※原則的には不審者が警察に確保されるまで教室

待機するが、教室に侵入してきた場合は

●２階の場合、分散して逃げる

●１階の場合、ベランダ側から体育館へ逃げる

④休み時間中に運動場へ不審者が侵入した場合

運動場の児童は職員室へ逃げ込む

（職員室横の入り口なども活用）

④校長は警察通報と追い込みを指示

通報【教頭】警察→中学→市教委（訓練通報）

⑤「追い込み隊」現場へ出動

【教務、職員３名】（刺又等持参）

児童から引き離す方向へ追い込む

⑦パトカー誘導係は職員室のトランシーバーを

取り正門付近へ【主幹】

⑧不審者が最初の場所から移動したら

逐次トランシーバーで場所を知らせる【教務】

⑨警察を不審者場所へ誘導【主幹】

⑩不審者を警察に引き渡したことを

トランシーバーで知らせる【主幹】

⑪教頭は不審者が連行されたことを確認し放送す

る。

「臨時集会は終了しました。体育館へ集合してくだ

さい。」（不審者がパトカーに乗ったことを意味する）

④体育館に侵入してきた場合は、分散して近い

出口から、外に逃げる。

（１年教室、職員室、中学校職員室）



７ 体育館での講話(11:10～11:30)

①警察職員紹介（安全担当）

②警察官から児童への講話１０分

③校長あいさつ

④児童は教室へ移動（職員引率）

⑤警察官から職員対象の評価および講話（１階多目的ホール：１０分間）

８ 事後指導資料（屋外編）

①不審者に声をかけられたら→無視する

②追いかけられたり、捕まりそうになったりしら→防犯ブザー・大声・近くに家に逃げ込む

③ランドセルを捕まれたら→ランドセルを下して逃げる

９ 備考

緊急時に備え、トランシーバーを職員室に３台常置しておく。

（職員室・取り押さえ隊・パトカー誘導）

※体育館に不審者が侵入した場合は，不審者と反対側の複数出口から外へ出て走る。

１０非常ボタンのリセット方法

①ふたを空け、 ②オレンジ半透明 ③カバーを押し戻してはめ込む

ボタンを引っ張り出す カバーが押し込まれた状態

１１刺股の保管場所は分かりにくい（日頃から把握を）

【パネルの放送連動は常時遮断】

※全校放送が鳴らないように

【３年少人数教室】 【２階多目的室】



不審者の学校侵入への対応
（１） 来訪者の確認

① 学校への来訪者のための入り口や受付を明示し、外部からの人の出入りの確認を行う。

・受付で来訪者は記名する。

・保護者の届け物は受付で職員が預かる。

・業者関係は職員が付き添う（工事関係の場合は、全職員に連絡する）。

② 校内で不審者（未確認者を含む）に気づいたら、職員は必ず声かけをする。

③ 職員室では職員が常時待機する。

④ 通報体制を確認する。

緊急連絡

発生現場 職員室 校長 警察（１１０）

第一報告者 連絡 受信者 教頭 ２２－５１１０

大声で 速報・事故報告

防犯ブザ－ 放送で一斉 避難誘導

インターホンで 教育委員会

教育事務所

全児童・全職員 ＰＴＡ会長・保護者

（２） 校内での安全確保の体制づくり

① 始業前は放課後を含めて教職員の役割分担を定める（児童の状況把握と安全確保）。

・始業前･･･児童昇降口または校門で登校状況を確認する。

職員室から運動場側の来訪者を確認する。

・授業(担任指導)中･･･通常通り来訪者を確認する。

・休み時間･･･業間や昼休みは校内巡視をする。

・放課後･･･児童昇降口または校門で下校状況を確認する。

② 施設面での安全確保に努める。

・校舎内（教室・廊下等）の外側窓、出入り口は不在の時は施錠する。

・危険物等を放置しない（用具の整理と危険物の撤去）。

③ 児童への非常時の対応の仕方（自分を守る対応の仕方や行動）を指導する。

④ 教職員の非常時の対応の仕方（児童を守る防備体制）の研究・検討をする。

(３) 学校開放時の安全確保

① 開放部分と非開放部分の区別を明確にする。

② ＰＴＡや地域学校安全指導員による支援を依頼する。

・授業参観や運動会等の学校公開の日には、出入り口で来訪者の確認と巡回を依頼する。

（４） 不審者情報に係る関係機関との連携

① 近接する学校間で随時情報を提供しあう。

② 警察との連携（定期的な巡回と情報提供）を図る。

③ 地域学校安全指導員による下校時の通学路の巡回を実施する。

④ 地域学校安全指導員、青少年健全育成市民会議、ＰＴＡとの連携を図る。

・各地区から情報を収集する。

・不審者の情報があった時は、地域へ通知し、校区内巡回と登下校時の同伴等の協力を依頼

する。

・登下校時に児童が緊急避難できる場所（子ども１１０番の家）を確保するとともに児童へ

の連絡を確実に行う。



① 

 
② 

 
③－

 
③－

地震や水害

地震や水害

－１ 地震が

－２ 地震が

【９月

害などの自然

害などの自然

が起きた時に

が起きた時に

防災

月】      

然災害につい

然災害に関す

、自分の命

、自分の命

災アンケー

       

て、関心があ

るニュース

を守る方法を

を守る方法を

ート（一の

        

ありますか。

 

・新聞などを

 
 
 
 
 
 
 
 

を知っていま

 
 
 
 
 
 
 
 

を知っていま

 
 
 
 
 
 
 
 

の宮小学

       

 

を関心もって

ますか。（建

ますか。（外

学校） 

     【１

て見ますか。

建物の中にい

にいるとき

２月】 

     

るとき） 

） 

           



④  

 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

 

地震や水害

地震があっ

登下校のと

あなたの家

【９月】

害等が起きた

った場合の集

ときに、地震

家は、地震に

     

ときの対応

集合場所や連

震が起きたら

備えて食料

     

などについて

絡方法を家族

、安全な場所

・水などを用

     

て、家族で話

 

 

 

 

 

 

 

 

族で決めてい

 

 

 

 

 

 

 

 

所に避難する

 

 

 

 

 

 

 

 

用意していま

 

 

 

 

 

 

 

 

   

話し合いをし

いますか？

ることができ

ますか。 

  【１２

していますか

きますか。 

月】 

か。 



① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

不審者に会

不審者、防

不審者に会

一人で下校

【９月】

会ったらどう

防犯に関する

会ってしまっ

校中、不審者

防犯ア

     

うするかなど

るニュース

った時のため

者に声をかけ

アンケー

     

ど、防犯につ

・新聞などを

めに、何か準

けられた時に

ート（一

    

ついて、関

 

 

 

 

 

 

 

 

を関心もっ

 

 

 

 

 

 

 

 

準備をして

 

 

 

 

 

 

 

 

に、自分の

 

 

 

 

 

 

 

 

の宮小学

   

心がありま

て見ますか

いますか。

身を守る方

学校） 

  【１２

すか。 

。 

 

法を知って

月】 

ていますか。 



 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ 

 

「いかのお

不審者に会

こわいめに

一人で帰っ

【９月】

おすし」のそ

会ったときの

にあったこと

っているとき

     

れぞれの意

対応などに

はあります

に、何か不

     

味を知ってい

ついて、家族

か。（不審者

安に感じるこ

     

いますか。

 

 

 

 

 

 

 

 

族で話し合い

 

 

 

 

 

 

 

 

者、交通事故

 

 

 

 

 

 

 

 

ことはありま

 

 

 

 

 

 

 

 

   

いをしていま

故等） 

ますか。（不

  【１２

ますか。 

審者等） 

月】 



- 1 -

防災についてのアンケート（一の宮小学校 低学年） ９月

ねん くみ ばん なまえ

★あてはまるものに○をつけてください。
① 「じしんやおおあめ」があったらどうするかなど、いつもかんがえてますか。

ア）かんがえている イ）少しかんがえている ウ）あまりかんがえていない
エ）かんがえていない

② 「じしんやおおあめ」についてのニュースがあったら、すすんでみますか。
ア）よくみる イ）ときどきみる ウ）あまりみない エ）ほとんどみない

③ じしんがおきたときに、どうすれば じぶんのいのちを まもることができるか、しっ
ていますか。
○たてもののなかにいるとき ア）しっている イ）しらない

「 しっている」とこたえたひとにききます。じっさいに、どんなことをしますか。

○そとにいるとき ア）しっている イ）しらない

「 しっている」とこたえたひとにききます。じっさいに、どんなことをしますか。

④ じぶんのねているへやは あんぜんですか。 ア）あんぜん イ）あんぜんではない

そうおもう りゆうはなんですか。

⑤ 「じしんやおおあめ」がおきたときどうすればよいか、かぞくではなしをしていますか。
（４月～８月）

ア）よくしている イ）ときどきしている ウ）あまりしていない エ）していない

⑥ じしんがおきたとき、あつまるばしょや れんらくのしかたを かぞくできめています
か？

ア）きめている イ）きめていない

⑦ がっこうにいくとき・かえるときに、じしんがおきたら、あんぜんなばしょにひなんす
ることができますか。

ア）できる イ）まあまあできる ウ）あまりできない エ）できない

⑧ あなたのいえは、じしんにそなえて、たべもの・みずなどを よういしていますか。

ア）している イ）すこしししている ウ）あまりしていない エ）していない
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防災についてのアンケート（一の宮小学校 高学年） ９月

年 組 番 名前

★あてはまるものに○をつけてください。
① 地震や水害などの自然災害について、関心がありますか。

ア）とてもある イ）少しある ウ）あまりない エ）ほとんどない

② 地震や水害などの自然災害に関するニュース・新聞などを関心もって見ますか。
ア）よく見る イ）ときどき見る ウ）あまり見ない エ）ほとんど見ない

③ 地震が起きた時に、自分の命を守る方法を知っていますか。
○建物の中にいるとき ア）知っている イ）知らない

知っているとこたえた人に聞きます。じっさいに、どんなことをしますか。

○外にいるとき ア）知っている イ）知らない

知っているとこたえた人に聞きます。じっさいに、どんなことをしますか。

④ 自分のねている部屋は安全ですか。 ア）安全 イ）安全ではない

そう思う理由はなんですか。

⑤ 地震や水害等が起きたときの対応などについて、家族で話し合いをしていますか。
（４月～８月）

ア）よくしている イ）ときどきしている ウ）あまりしていない エ）していない

⑥ 地震があった場合の集合場所や連絡方法を家族で決めていますか？

ア）決めている イ）決めていない

⑦ 登下校のときに、地震が起きたら、安全な場所にひなんすることができますか。

ア）できる イ）まあまあできる ウ）あまりできない エ）できない

⑧ あなたの家は、地震に備えて食料・水などを用意していますか。

ア）している イ）少ししている ウ）あまりしていない エ）していない
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防犯についてのアンケート（一の宮小学校 低学年）９月

ねん くみ ばん なまえ

★あてはまるものに○をつけてください。
① 不審者（こわいひと）にあったらどうするかなど、いつもかんがえていますか。

ア）かんがえている イ）少しかんがえている ウ）あまりかんがえていない
エ）かんがえていない

② 不審者（こわいひと）についてのニュースがあったら、すすんでみますか。
ア）よくみる イ）ときどきみる ウ）あまりみない エ）ほとんどみない

③ 不審者（こわいひと）にあってしまったときのために、なにかじゅんびをしていますか。
ア）している イ）してない

「している」とこたえたひとにききます。どんなじゅんびをしていますか。

④ ひとりでかえっているとき、不審者（こわいひと）にこえをかけられたら、どうすれば
よいかっていますか。

ア）しっている イ）しらない

「しっている」とこたえたひとにききます。じっさいに、どんなことをしますか。

⑤ 「いかのおすし」のそれぞれのいみをしっていますか。

ア）しっている イ）すこししっている ウ）あまりしらない エ）しらない

⑥ 不審者（こわいひと）にあったとき、どうすればよいかかぞくではなしをしていますか。
（４がつ～８がつ）

ア）よくしている イ）ときどきしている ウ）あまりしていない エ）していない

⑦ こわいめにあったことはありますか。（不審者、交通事故等）
ア）ある イ）ない
「ある」とこたえた人にききます。どんなことですか。

⑧ ひとりでかえっているときに、なにかふあんにおもうことはありますか。（不審者等）
ア）ある イ）ない

「ある」とこたえた人にききます。どんなことですか。

⑨ 通学路（いえからがっこうまでのみち）はあんぜんだとおもいますか。
ア）あんぜんとおもう イ）あんぜんではないとおもう

そうおもうりゆうはなんですか。
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防犯についてのアンケート（一の宮小学校 高学年） ９月

年 組 番 名前

★あてはまるものに○をつけてください。
① 不審者に会ったらどうするかなど、防犯について、関心がありますか。

ア）とてもある イ）少しある ウ）あまりない エ）ほとんどない

② 不審者、防犯に関するニュース・新聞などを関心もって見ますか。
ア）よく見る イ）ときどき見る ウ）あまり見ない エ）ほとんど見ない

③ 不審者に会ってしまった時のために、何か準備をしていますか。
ア）している イ）してない

しているとこたえた人に聞きます。どんな準備をしていますか。

④ 一人で下校中、不審者に声をかけられた時に、自分の身を守る方法を知っていますか。
ア）知っている イ）知らない

「知っている」とこたえた人に聞きます。じっさいに、どんなことをしますか。

⑤ 「いかのおすし」のそれぞれの意味を知っていますか。
ア）知っている イ）少し知っている ウ）あまり知らない エ）知らない

⑥ 不審者に会ったときの対応などについて、家族で話し合いをしていますか。
（４月～８月）

ア）よくしている イ）ときどきしている ウ）あまりしていない エ）していない

⑦ こわいめにあったことはありますか。（不審者、交通事故等）
ア）ある イ）ない

「ある」とこたえた人に聞きます。どんなことですか。

⑧ 一人で帰っているときに、何か不安に感じることはありますか。（不審者等）
ア）ある イ）ない

「ある」とこたえた人に聞きます。どんなことですか。

⑨ 自分の通学路は安全だと思いますか。 ア）安全と思う イ）安全ではないと思う

そう思う理由はなんですか。



登下校時に災害や危険な目にあった場合、どうすればよいかを家族で話し合ってください。

★学校から家までの地図（広域の場合は、危険なところを拡大してかく。）

地震のときあぶないところに●、防犯上あぶないところに■のしるしをつけてください。

目印となるものも書いてください。

★「学校に近ければ学校にもどる、家に近ければ家にもどる」を基本とします。

登下校中に災害や危険な目にあったときのことを想定してご記入ください。

（下記には、場所を書いてください。）

★地震等が起きた時、ひなんするところは、
じ し ん と う お き た と き

★家の人とれんらくがとれないとき行くところは、
い え ひ と い く

★こども１１０番の家など、かけこめる家は、
ば ん い え い え

◎ぼうはんブザーの点検（〇をつけてください。）
て ん け ん

ぼうはんブザーは、鳴りますか？ はい いいえ
な り



平成２８年１１月 一の宮小防災リーダー

防災ずきんをつくりました！
放課後子ども教室でお世話になっている松下レイ子先生をゲストティーチャーにお

迎えし、５年生対象に防災ずきん作りを行いました。地震や噴火による降灰等の災害

では、頭を守ることがとても大事です。身を守るグッズがそばにあると便利ですね。

５年生は家庭科の学習で裁縫を行っていますので、なみぬいの練習にもちょうどよ

く、上手に作り上げていきました。

不審者から身をまもるには・・・
先月、低学年を対象に防犯教室を行いました。そのとき、不審者役を警

察の方にしていただき、どのような対応をするのか、代表児童にやっても

らいました。その時の様子を見られてのアドバイスは以下のとおりです。

◎知らない人と話すときには、きょりをおく。

◎早めに、その場からはなれる。

◎大人をよぶ。

（ 子ども達は、「ついていきません！」と大きな声で言っていたの

で、バッチリ！と思ったようですが、話している間、不審

者役の方の真横にずっといたんです。）

このほか、身を守る方法として、防犯ブザーが有効です。

きちんと鳴るかどうか、ご家庭でチェックをお願いします。

材料：タオル３枚、リボン

作り方：①タオル３枚を重ねる

②まちばりを五か所にうつ。

③横をなみぬいする。（両方）

④半分に折り、輪から半分だ

け縫う。

⑤リボンをつけたらできあがり!

手縫いをするわけは、タオルをばらして包帯の代わりにしたり、

何かをふいたりするためだそうです。タオルの間に新聞紙を入れ

ておくと座布団代わりにもなるそうです。１つで何役にもなるこ

の防災ずきん！ご家庭にあるタオルで簡単にできますので、みな

さんもぜひチャレンジしてみてはいかがでしょうか。




